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■
第
62
回
定
時
総
会
を
開
催
■

公
益
法
人
移
行
後
初
の
総
会

　
　

総
会
運
営
規
則
、
22
年
度
決
算
報
告
を
承
認

　

公
益
社
団
法
人
移
行
後
初
の
総
会
と
な

る
第
62

回
定
時
総
会
が
、
平
成
23

年6月
17

日
（
金
）
午
後
1
時
よ
り
府
中
の
森
芸
術

劇
場
ど
り
ー
む
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

西
隈
副
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
始

ま
り
、
本
間
会
長
か
ら
野
口
忠
直
府
中
市

長
様
を
は
じ
め
、
来
賓
の
皆
様
の
ご
臨
席

に
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
あ
と
次
の
よ
う
な

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
私
ど
も
は
、
新
し
い
公
益
法
人
改
革
法

に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
進
む
べ
き
方
向
と

し
て
、
先
般
、
会
員
の
総
意
で
公
益
社
団

法
人
を
選
択
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
「
高
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
く
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
会
員
皆
様
と
と
も
に
、
決
意
も
新
た

に
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
創
造
と
地
域

社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
52
年
7

月
に
高
齢
者
事
業
団
と
し
て
発
足
以
来
変

転
著
し
い
社
会
経
済
状
況
の
中
で
、
幾
多

の
困
難
を
克
服
し
、
確
固
た
る
基
盤
を
築

か
れ
た
先
輩
各
位
の
ご
努
力
に
改
め
て
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

特
に
、
本
日
、
表
彰
規
程
に
基
づ
き
顕
彰

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
前
任
の
役
員
並

び
に
永
年
就
業
会
員
の
皆
様
の
ご
労
苦
に

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
22
年
度
の
事
業
並
び
に
決

算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
引
く
景
気
の
低

迷
に
加
え
て
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
実
績
は
、
残
念

な
が
ら
、
前
年
対
比
、
マ
イ
ナ
ス
1.7
％
、

金
額
に
し
て
一
、
四
八
四
万
円
の
減
額

で
、
八
億
二
千
五
百
八
十
六
万
円
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
一
層
、
就
業

の
拡
大
と
、
経
営
の
安
定
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

経
済
情
勢
は
、
一
層
の
不
況
感
が
進

み
、
平
成
23
年
度
も
前
途
多
難
な
経
営
環

境
に
あ
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
こ

そ
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
の

基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
、
共
働
・
共
助
の

精
神
を
発
揮
し
、
就
業
の
開
拓
と
と
も
に

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
等
、
知
恵
を
出
し

合
い
、
こ
の
困
難
を
克
服
し
、
公
益
法
人

初
年
度
の
事
業
が
円
滑
に
展
開
で
き
ま
す

よ
う
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
」

　

次
い
で
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
移
り
、

野
口
忠
直
府
中
市
長
様
、
村
木
茂
府
中
市

議
会
議
長
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
遠
田
宗
雄
府
中
市
議
会
副
議
長

様
、
奈
良
崎
久
和
府
中
市
議
会
厚
生
経
済

委
員
長
様
、
根
岸
栄
子
府
中
公
共
職
業
安

定
所
長
様
、
堤
薫
む
さ
し
府
中
商
工
会
議

所
専
務
理
事
様
、
堀
江
勇
介
府
中
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
様
に
は
時
間
の
都
合
も

あ
り
ご
紹
介
し
て
、
ご
会
釈
を
賜
り
ま
し

た
。

　

来
賓
者
退
席
の
の
ち
会
員
表
彰
に
移

り
、
退
任
さ
れ
た
理
事
、
監
事
に
表
彰

が
、
ま
た
永
年
就
業
会
員
は
男
性
は
白
根

実
さ
ん
81
歳
が
、
女
性
は
横
山
時
子
さ
ん

85
歳
が
代
表
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
新
総
会
議
事
運
営
規
則

に
よ
り
今
回
は
会
長
が
議
長
席
に
つ
き
、

あ
ら
か
じ
め
配
布
さ
れ
た
議
案
書
に
従
い

渋
谷
常
務
理
事
が
、
「
総
会
運
営
規
則
の

制
定
（
案
）
」
「
平
成
22
年
度
一
般
会
計

決
算
報
告
」
を
説
明
、
市
川
監
事
の
「
監

査
報
告
」
も
了
承
さ
れ
、
次
に
「
平
成
22

年
度
事
業
実
施
報
告
」
が
逐
一
詳
細
に
わ

た
り
説
明
さ
れ
、
「
異
議
な
し
」
と
満
場

一
致
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
就
業
規
約
の
一
部
変
更
報
告
が

役員表彰　遠藤前副会長

　

●
第
62
回
定
時
総
会
表
彰
者
●

（
前
理
事
）
遠
藤
正
司　

安
田
昭
子

（
前
監
事
）
川
﨑
盛
久

（
会
員
）

　

岩
淵
松
生　

小
川
さ
え　

小
倉
芙
美
子　

　

御
野　

進　

柏
倉
重 

　

木
下
尚
子　

    

　

小
林
勝
好　

小
宮
力
藏　

佐
々
木
マ
キ　

　

宍
倉
明
雄　

渋
谷
喜
世
子　

白
根　

実

　

仙
北
谷
勲　

髙
田
正
夫　

田
部
純
雄

　

奈
良　

昇　

根
本　

進　

羽
田　

亮

 

古
川
利
弘　

真
壁
貞
夫　

松
本
淑
子

　

三
浦
勝
子　

三
坂
益
路　

宮
﨑
恵
子

　

村
田
藤
夫　

安
掛
末
夫　

横
山
時
子

　

若
林
友
喜
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活
発
な
意
見
の
交
換
で
賑
や
か
に

写真

地
域
懇
談
会
開
催

 

6
月
29
日
（
水
）
午
後
１

時
30

分
か
ら 

本
町
1
丁
目
公
会
堂
で
、
中

部
区
域
中
央
A
地
域
の
地
域
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
事
務
局
か
ら
渋
谷
事
務

局
長
、
斉
藤
局
長
代
理
、
小
谷
田
主

事
の
ほ
か
荒
木
・
山
本
の
就
業
開
拓
員

の
５
名
、
地
域
か
ら
は
棟
方
・
芝
原
の

両
理
事
、
芝
辻
地
域
委
員
の
ほ
か
26

名
、
計
31
名
が
出
席
し
、
賑
や
か
な

会
合
と
な
り
ま
し
た
。

 
 

議
事
は
芝
辻
地
域
委
員
の
司
会
で

進
行
し
、
渋
谷
事
務
局
長
が
あ
い
さ

つ
の
中
で
、　

①
会
員
の
意
識
改
革
が
必
要

②
市
か
ら
の
補
助
金
削
減
に
よ
る
セ

ン
タ
ー
費
用
削
減
や
配
分
金
支
払
い

を
25
日
に
変
更
し
た
こ
と

③
地
域
奉
仕
活
動
へ
の
積
極
参
加
の

要
請

④
自
転
車
事
故
多
発
や
高
所
作
業

重
篤
事
故
発
生
に
伴
い
、
危
険
作
業

等
の
年
齢
制
限
の
自
主
的
実
施

　

ま
た
、
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
を
奨

励
し
て
い
る
こ
と
等
が
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

次
に
斉
藤
局
長
代
理
か
ら
就
業
現

況
の
説
明
が
あ
り
、
棟
方
総
務
担
当

理
事
か
ら
「
会
員
の
資
質
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
が
急
務
で
会
員
研
修
を
検
討
中
で

あ
る
。
」
芝
原
地
域
担
当
理
事
か
ら

「
地
域
活
動
を
活
発
に
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
当
地
区
の
け
や
き
並

木
の
毎
月
の
清
掃
は
セ
ン
タ
ー
の
模
範

と
な
っ
て
い
る
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
全
員
の
意
見
発
表
に
移
り
、

芝
辻
地
域
委
員
が
会
員
を
紹
介
し
な

が
ら
発
言
を
促
し
て
い
き
ま
し
た
。

○
東
府
中
南
自
転
車
駐
車
場
管
理
は

6
時
か
ら
23
時
の
勤
務
を
本
年
か
ら

６
時
30
分
か
ら
20
時
に
変
更
、
全
員

が
満
足
し
「
あ
い
さ
つ
を
キ
チ
ン
と
や

り
ま
し
ょ
う
」
を
合
言
葉
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
（
宮
西
町
）

○
除
草
班
11
名
は
働
く
意
欲
を
持
っ

て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
育
て
元
気
で
働

い
て
い
る
。
（
宮
西
町
）

○
郷
土
の
森
公
園
の
釣
り
堀
に
は
大

人
・
子
供
多
数
来
ら
れ
る
が
、
迷
惑

行
為
を
し
た
と
き
は
キ
チ
ン
と
意
見

を
言
う
。
こ
れ
が
長
続
き
す
る
仕
事

の
基
本
（
宮
町
）

○
大
国
魂
神
社
横
の
国
衙
の
カ
ギ
開

閉
を
担
当
、
頑
張
っ
て
い
る
。
（
宮
町
）

○
病
院
清
掃
で
早
朝
辛
い
が
丸
5

年
、
80
歳
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

る
。
（
宮
町
）

○
分
倍
河
原
駅
南
側
清
掃
担
当
10

年
、
み
な
さ
ん
に
気
持
ち
良
く
通
っ
て

頂
く
た
め
朝
5
時
30

分
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
（
矢
崎
町
）

○
「
お
金
よ
り
社
会
に
貢
献
す
る
喜

び
」
で
慣
れ
な
い
パ
ソ
コ
ン
の
仕
事
も
若

い
人
に
馬
鹿
に
さ
れ
て
も
踏
ん
張
っ
て

い
ま
す
。
（
矢
崎
町
）

○
市
の
駐
車
場
管
理
業
務
で
３
年
交

代
の
規
定
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
１
年

も
越
え
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
（
矢
崎

町
）

○
作
業
手
順
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

（
矢
崎
町
）

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
30
名
が
ち
ょ
う
ど
入
る

和
室
で
飲
み
物
、
お
茶
菓
子
の
和
や

か
な
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
、
会
員
さ

ん
た
ち
は
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
高
い

意
識
を
持
っ
て
就
業
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
有
意
義
な
地
域
懇
談

会
で
し
た
。

中央（A）地域懇談会

中央（Ｂ）地域懇談会

紅葉丘地域懇談会
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●
働
く
会
員
の
職
場
訪
問
記
●

　

「
新
町
文
化
セ
ン
タ
ー
」

　

府
中
市
民
が
、
身
近
で
い
つ
で
も

気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
、

市
内
に
11
文
化
セ
ン
タ
ー
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

各
セ
ン
タ
ー
で
は
戸
籍
、
住
民
票
、

印
鑑
証
明
な
ど
の
受
付
交
付
事
務

や
市
民
の
生
活
文
化
の
振
興
、
社
会

福

祉

の
増

進

を
図

る
地

区

公

民

館
、
児
童
に
健
全
な
遊
び
を
と
お
し

て
健
康
の
増
進
と
情
操
を
豊
か
に

す
る
目
的
の
地
区
児
童
館
、
高
齢

者
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
地
区
高
齢

者
福
祉
館
、
市
民
が
図
書
に
触
れ
る

機
会
の
場
と
し
て
の
地
区
図
書
館
な

ど
、
多
目
的
複
合
施
設
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
の
ひ
と
つ
、
「
新
町

文
化
セ
ン
タ
ー
」
で
働
く
会
員
の
職

場
訪
問
記
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

①
セ
ン
タ
ー
業
務
員
の
就
業
は
、
祝

日
、
年
末
年
始
、
臨
時
休
館
日
を
除

く
土
曜
・
日
曜
日
お
よ
び
平
日
の
夜

間
、
す
な
わ
ち
市
職
員
の
隙
間
就
業

で
す
。

②
就
業
は
、
ひ
と
月
10
日
～
12
日
前

後
を
人
員
6
名
で
埋
め
る
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
体
制
で
、
就
業
期
間
は
原

則
3
年
間
。

③
業
務
内
容
は
、
館
内
外
の
管
理
業

務
、
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
の
販
売
、
家

庭
廃
食
用
油
の
回
収
、
自
治
会
回
覧

物
配
布
等
の
業
務
で
勤
務
形
態
は
常

時
2
人
ペ
ア
で
対
応
。

　

5
月
31
日
の
訪
問
当
日
、
新
町
文

化
セ
ン
タ
ー
の
須
藤
所
長
か
ら
伺
っ

た
セ
ン
タ
ー
業
務
員
へ
の
勤
務
評
価

は
、
「
対
職
員
、
対
地
域
住
民
と
も

に
上
々
」
と
の
、
お
褒
め
の
お
言
葉
を

戴
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

セ
ン
タ
ー
業
務
員
か
ら
伺

っ
た
仕
事
の
満
足
度
お
よ
び
仲
間
と

の
協
力
・
強
調
性
も
充
分
に
保
た
れ

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
就
業
時
の
基

本
姿
勢
が
、
市
職
員
並
み
に
市
民
へ

の
対
応
を
重
視
し
て
、
親
切
・
丁
寧
・

対
人
ト
ラ
ブ
ル
皆
無
を
モ
ッ
ト
ー
に

日
頃
の
業
務
が
執
り
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
就
業
時
の
安
全
管
理
面
で

も
全
員
の
健
康
が
保
た
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
重
篤
な
災
厄
に
も
見
舞
わ

れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
日
頃
の
危

機
管
理
も
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
様

班
長
・役
員
・地
域
委
員
合
同
会
議

新
体
制
の
総
会
運
営
な
ど
を
討
議

所長との打ち合わせに臨む会員

お客様とは笑顔で応対

　

６
月
３
日(
金)

午
前
10
時
よ
り
「
ふ

れ
あ
い
会
館
」
５
階
第
４
会
議
室
で

平
成
23
年
度
班
長
・
役
員
・
地
域
委

員
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
は
公
益
社
団
法
人
移
行
後
初

め
て
の
第
62
回
定
時
総
会
に
向
け
て

の
進
め
方
が
主
題
で
、
会
員
か
ら
議

長
の
選
出
は
行
わ
れ
ず
会
長
が
進
行

し
、
年
１
回
の
開
催
と
な
る
な
ど
従

来
か
ら
の
違
い
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
度
の
事
業
実
施
報
告
と

一
般
会
計
決
算
報
告
で
３
月
の
東
日

本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
て
減
収
と

な
っ
た
な
ど
が
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

｢

規
程
集｣

も
新
た
に
公
益
法
人
化

を
受
け
て
改
定
さ
れ
、
事
業
の
公
益

的
・
公
共
的
性
格
を
明
確
化
し
、
法

的
安
定
を
図
り
修
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
地
域
活
動
計
画
と
実
施
に

つ
い
て
各
地
域
の
地
域
委
員
、
班
長
、

役
員
の
情
報
交
換
・
会
議
の
促
進
と

年
１
回
開
催
の
各
地
域
懇
談
会
の
実

施
日
程
等
が
確
定
、
ま
た
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
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編 

集 

後 

記

　

 
6
月
の
入
会
説
明
会
が
６
月
７
日

（火
）午
前
9
時
か
ら
12

時
ま
で
、
ふ
れ
あ
い
会
館
５
階
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
末
に
府
中
市
内
の
全

戸
に
当
セ
ン
タ
ー
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
効

果
も
あ
っ
て
50
名
以
上
の
大
勢
の
方
が
説
明

会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
本
間
会
長
が
セ
ン
タ
ー
の
理
念
や
概

要
の
説
明
に
立
ち
、
当
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
52

年
に
発
足
し
、
現
在
は
町
田
に
次
ぐ
規
模
で

運
営
さ
れ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
ビ
デ
オ
が
約
20

分
放
映
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
の
現
状
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
約
２
時
間
に
わ
た
り
、
資
料
に
沿

っ
て
懇
切
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー

は
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業
で
、
生
き
甲

斐
の
充
実
や
社
会
参
加
の
推
進
を
図
る
も

の
で
、
収
入
の
確
保
に
は
繋
が
ら
な
い
等
、
具

体
的
な
事
例
も
紹
介
さ
れ
た
の
で
、
参
加
者

に
は
十
分
な
ご
理
解
が
得
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
翌
週
の
６
月
14

日
（火
）午
前
９
時
か
ら

 

説
明
会
と
同
じ
会
場
で
入
会
面
接
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

先
週
の
説
明
会
の
話
を
納
得
さ
れ
た
40

名
弱
の
参
加
者
が
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
を
受

け
た
面
接
時
間
に
順
次
来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
四
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
面
接
担
当
の

委
員
が
２
名
ず
つ
に
分
か
れ
て
待
機
し
、
入

会
希
望
者
一
人
30

分
以
内
で
面
接
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
面

接
に
当
た
っ
た
各
委
員
さ
ん
達
は
、
大
変
親

し
み
や
す
い
感
じ
で
入
会
希
望
者
に
接
し
て

入
会
説
明
会
を
覗
い
て
み
ま
し
た  

６
月
は
30
名
が
新
会
員
に
！

　

4
月
か
ら
『ゆ
う
ゆ
う
』の
営
業
時
間
と

定
休
日
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
休
業
日

　
　

日
祭
日
の
ほ
か
に
毎
週
木
曜
日

二
、
営
業
時
間

　
　

10
時
か
ら
17
時
30
分
ま
で

　

ま
た
、
定
休
日
と
し
た
木
曜
日
の
う
ち
第

２
・第
４
木
曜
日
に
は
「ゆ
う
ゆ
う
」事
務
所

を
「
小
物
班
」
が
小
物
作
成
に
使
用
し
ま

す
。　

そ
の
他
の
『ゆ
う
ゆ
う
』の
業
務
は
従

来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

セ
ン
タ
ー
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、

「
会
員
の
皆
様
へ
の
お
仕
事
情
報
の
案
内
」

「セ
ン
タ
ー
事
業
の
案
内
と
受
付
」等
の
他

に
「
洋
服
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
」
「
大
人
・
子
供

向
け
の
書
道
教
室
」「刃
物
研
ぎ
」等
の
実

施
と
「
手
作
り
作
品
の
販
売
」
「
会
員
の
皆

様
の
絵
画
・写
真
・
書
道
」な
ど
の
展
示
等

を
行
う
一
方
、
市
委
託
の
粗
大
ご
み
シ
ー

ル
の
販
売
と
収
集
の
受
付
、
市
指
定
の
ご
み

袋
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
『ゆ
う
ゆ
う
』ま
で
お
問
い
合
わ
せ

の
上
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

電
話
〇
四
二
｜

『ゆ
う
ゆ
う
』 

だ
よ
り

営
業
時
間
と
休
業
日
変
更

写真

写真

　
　

★
シ
ル
バ
ー
川
柳
★

経
団
連　

民
の
被
災
に　

知
ら
ん
顔

富
め
る
人　

義
捐
の
心　

な
ぜ
持
て
ぬ

菅
首
相 

与
野
党
向
く
よ
り 

民
を
向
け

　
　
　
　
　
　

四　

谷　
　
　

  

坂
本　

利
彦

酔
い
止
め
の 

薬　

地
震
の　

処
方
箋

原
発
に　

揺
れ
る
行
政　

 

便
秘
気
味

配
分
金　

右
肩
上
が
り
の 

気
配
な
し

　
　
　
　
　
　

片　

町　
　
　
　

岡　
　

莞
弥

被
災
地
の 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
少
女 

胸
痛
む

　
　
　
　
　
　

四　

谷　
　
　
　

萬
代　

慶
昭

昼
寝
し
て 

夢
朦
朧
で 

お
は
よ
う
さ
ん

　
　
　
　
　
　

矢
崎
町　
　
　

 

芝
辻　

克
己

本間会長の説明を聞く入会希望者

会場の四隅に分かれて面接

　

公
益
社
団
法
人
移
行
後
初
の
総
会

と
な
る
第
62
回
定
時
総
会
で
は
、
議

事
運
営
に
も
一
段
の
工
夫
・変
化
が

加
わ
り
、
従
前
を
一
新
し
た
形
で
セ

ン
タ
ー
活
動
が
力
強
く
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。

　

本
紙
で
は
、
「
振
り
込
め
詐
欺
」
等

の
警
鐘
記
事
お
よ
び
安
全
関
連
記

事
の
紹
介
が
あ
り
、
さ
ら
に
本
号
の

特
集
記
事
「働
く
会
員
の
職
場
訪
問

記
」は
、
初
回
に
「新
町
文
化
セ
ン
タ

ー
」が
採
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
シ
リ

ー
ズ
と
し
て
次
号
以
降
の
後
続
記
事

が
期
待
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（広
報
委
員
会　

三
坂
）
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